
 

 

 

 

 

 

～知らせよう！合馬の歩み～ 

演目二、「御福
み ふ く

」 
春夏秋冬の四季と、季節の境目（土用）の加護を

祈る舞です。東西南北に立ち、御福の歌を歌います。 

演目三、「四つ
よ つ

鬼
おに

」 
天上の神々が地上に降り立つ「天孫降臨」の先導役を

描いた舞です。迫力のある動きで、災いなどの悪いものを

払います。 

演目一、「手
た

草
ず さ

」 
 神様に五穀豊穣を願うための舞です。草花を

持って器用に舞います。 

演目四、「鯛
た い

釣
つ

り」 
 合馬神楽保存会による演目です。小さなお子さんは、近くで

見ているといいことがあるかも・・・。 

児童コメント：「この日のために、たくさん練習してきました。 

低学年のころからあこがれてきた舞です。ぜひ見に来てください！」 

合馬小学校では、１００年以上の歴史がある合馬神楽を受け継ぎ、合馬の良さを再発見すべく
合馬子ども神楽に取り組んできました。 
神楽保存会の方々のご指導の下、３０年以上続いている合馬小学校の目玉行事です。 

日時  １１月１４日（土）  午前９時３０分～１１時３０分頃 

場所  合馬小学校 体育館 

駐車場 本校運動場 ※雨天時は別の駐車場を案内します。 

問い合わせ ０９３―４５１―１０１１ 

合馬小学校 HP（神楽特設ページ） 


